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研究成果の概要（和文）：本研究ではバレル神経回路において興奮・抑制バランスを修飾する可能性のある受容
体としてニコチン性アセチルコリン受容体に注目した。研究の結果、代表的なサブユニットb2, a7そのものの局
在解析は困難であることが分かったため、a7の細胞膜局在に必須であるTMEM35の発現解析によりa7の細胞発現を
推定した。その結果、発現パターンの強弱に神経化学特性との関連性があり、三叉神経核領域では興奮性細胞
に、逆に視床や大脳皮質では抑制性介在細胞に発現していた。これらの結果から、a7受容体が、三叉神経核レベ
ルと視床・大脳皮質レベルでは逆の発現パターンを持ち、興奮・抑制の調節に寄与する可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：In the present study, I investigated the cellular expression of nicotinic 
acetylcholine receptor (nAChR) subunits in the mouse somatosensory system. I made specific 
riboprobes for a2, a4, a7 and b2 nAChR, and found that their expression levels in the somatosensory 
system were below the detection threshold. Then I took another approach to localize a7 nAChR by 
assessing its interacting protein TMEM35 (NACHO). I raised a specific antibody and riboprobe for 
NACHO and found that NACHO was more highly expressed in glutamatergic neurons than GABAergic neurons
 in the trigeminal nuclei. On the contrary, it was much higher in GABAergic neurons than 
glutamatergic neurons in the VPM and somatosensory cortex. These results suggest that the expression
 pattern of a7 nAChR is nearly opposite in the trigeminal nuclei and its upstream regions, thereby 
playing distinct functions in the somatosensory system.

研究分野：神経解剖学

キーワード： アセチルコリン
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１．研究開始当初の背景 
これまでに同定されたバレル神経回路発達
に変化を及ぼす分子の多くは、当該神経回路
内部の興奮性・抑制性のほぼ全ての細胞に発
現しているものがほとんどであり、抑制性お
よび興奮性細胞特異的に発現する分子や、そ
れらが果たす役割については不明な点が多
かった。 
 
２．研究の目的 
これに関連し、申請者は近年興奮性および
抑制性ニューロンにのみ選択的に発現する
ＮＭＤＡ受容体サブユニットを同定し、そ
れぞれが相反する作用を発揮することによ
り正常な回路が形成されることを明らかに
した。本研究ではこれをさらに発展させ、
バレル神経回路において興奮・抑制バラン
スを修飾する可能性のある受容体としてニ
コチン性アセチルコリン受容体に注目し、
その回路内発現を明らかにすることを目的
とする。 
 
３．研究の方法 
主に神経解剖学的な手法により、バレル神経
回路を構成する興奮性ニューロンおよび抑
制性介在ニューロンに発現するニコチン性
アセチルコリン受容体サブユニット構成を
明らかにする。 
 
４．研究成果 
研究の結果、代表的なサブユニット2,7 そ
のものの局在解析は困難であることが分か
ったため、7 の細胞膜局在に必須である
TMEM35 の発現解析により7 の細胞発現を推
定した。その結果、発現パターンの強弱に神
経化学特性との関連性があり、三叉神経核領
域では興奮性細胞に、逆に視床や大脳皮質で
は抑制性介在細胞に発現していた。これらの
結果から、7 受容体が、三叉神経核レベルと
視床・大脳皮質レベルでは逆の発現パターン
を持ち、興奮・抑制の調節に寄与する可能性
が示唆された。 
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